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令和５年 12 月 1 日 

 
所在地 昭和町西条 3853-1     
企業名 株式会社昭栄精機         
代表者 代表取締役 佐藤元章                     

 
当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

弊社の経営理念である「モノづくりを通して、「究極の満足と安心感」を提供します」は、SDGs の達成と軸
を同じくする考えであり、社員皆で理念を念頭に事業活動に取り組むことで SDGs 達成に貢献します。 

 
３側面 
（主な
分野に
レ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び 
指標の進捗状況 

登録年月日:令和 ４ 年 12 月１日 

☐環境 
✓社会 
✓経済 

健康経営～心身共に健康であれば生
産性が向上するという考え方～ 
→労働時間管理、健康投資等 

労働生産性 
現状:7,500 円/時間 
→2030 年:10,000 円 

生産計画による、受
注と製造のバランス
調整を実施。 
指標の現状値: 

7,335 円 

（進捗率） 

0％ 

☐環境 
✓社会 
☐経済 

ダイバーシティ経営の促進～多様な
属性(性別、年齢、国籍、宗教等)を需
要、積極的に雇用/活用 

女性管理職の割合 
現状:0% 
→2030 年:5% 

女性を積極採用(パ
ート含め 4 人) 
指標の現状値:0 人 

（進捗率） 

0％ 

✓環境 
☐社会 
✓経済 

品質保証:不良製造を大幅に減少さ
せ、材料ムダ等を撲滅し環境/経済に
配慮する 

不良製造比率削減 
現在:0.5％ 
→2030 年:0.3％ 

作業手順書、第三者
確認の徹底により標
準作業を整備。 
指標の現状値: 

1.44％ 

（進捗率） 

0％ 

 

2030 年の目指す姿 
従業員全員が心身共に健康であり、且つ多様な働き方を実現させており、継続的な地域貢献が実施され
ている。また、従業員一人ひとりがSDGsを念頭においた事業活動に取り組んでおり、SHOEI品質/SHOEI
プライド(＝良いモノを製造しているという誇り)が確立された、持続可能な経営を行っている。 

 
 
 
 
 


